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研究成果の概要（和文）：認知症高齢者の摂食嚥下支援においては, 食品に対する認知や摂取意欲を高める工夫
が重要となる. そのような工夫例として, 西欧の先行研究においてソース付加の有効性が頑健に示されているも
のの, そのメカニズムとしてはフレーバー強化などの感覚的要因と食習慣など高次認知要因の両者が論じられて
おり, それらの要因の相対的な寄与についての検討は少ない. そこで本研究は, 国内の認知症高齢者を対象とし
てソース付加が食品摂取に及ぼす影響を検討し, 感覚的要因と高次認知要因の相対的寄与を検討することを目的
とした. 複数の実験の結果, ソース付加の効果には感覚的要因の寄与が大きいことが示唆された.

研究成果の概要（英文）：The present study investigated whether the addition of sauce affects 
finger-snack intake among Japanese elderly people with dementia who were not be familiar with sauce 
dipping. In the experiments, patients with dementia who were recruited in a nursing home in Japan, 
received a plate of snack which held pieces of snacks both with and without sauce, at their 
afternoon snack time. The amount of food intake and the first choice between options were measured 
for each participant. Results of experiments demonstrate that snack consumption was greater for the 
with-sauce options than for the without-sauce options. These findings imply that low-level sensory 
factors contribute relatively more strongly to the enhancement of food consumption with the addition
 of sauce than do high-level cognitive factors such as memory stimulation and familiarity because 
Japanese elderly people are not always familiar with the custom of wiping up sauce with food. 

研究分野：食行動学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症高齢者の食支援に関する介入を扱った先行研究の多くは, 摂取量に関わる要因の抽出を主目的としてお
り, 各要因が摂取量に影響を及ぼす心理学的メカニズムまでは不明であった. 本研究は実験的アプローチにより
複数の要因の相対的寄与について定量的に検証したものであり, 介入が摂取量に及ぼす影響の心理学的メカニズ
ムまで明らかにした点は学術的意義が高いといえよう. また, 心理学的メカニズムを明らかにすることで, 実際
の調理現場で何に気を付ければよいか指針を具体化することができた. このように学術的・社会的両面において
食行動科学の発展に寄与する研究といえる.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
内閣府 [1] によると, 65歳以上の認知症有病率は 2025年には 20% (約 700万人) と, 2015年 16%
からの 10年間で 1.4倍近く増加すると推定されており, 認知症高齢者の生活の質 (QOL) 向上や
健康寿命増進は社会喫緊の課題といえる. 認知症高齢者の生活支援の中でも, 摂食支援は重要な
課題の 1つである. とくにアルツハイマー型認知症などでは, 認知機能低下による「先行期」の
障害 (食べ物と認知しない, 食べ方を忘れる, 食事に注意が向かない等) が食に対する意欲や摂
取量に悪影響を及ぼし, 栄養失調等の問題を引き起こしやすいとされる[2]. 一方で, 認知症が主
訴の場合には咀嚼嚥下機能は健常である場合も多いため, 先行期の障害への対策として食品や
食事に関する知覚・認知を促す工夫を取り入れることで, 認知症高齢者の自立的で健康的な食生
活を維持できる可能性は高い. このような支援はこれまで医療・介護現場を中心として, 「料理
の残量がわかりやすいよう食器の色で視覚的コントラストをつける」など専門的知識や臨床経
験に基づく工夫がなされてきたが, 老健施設や在宅等多様な場面での応用を見据える上ではエ
ビデンスに基づく知見の集積が重要となる. 
認知症高齢者の摂取支援のための介入アプローチは,「食品自体の改良」(food improvement),「テ
ーブルウェア」(tableware),「摂取介助」(feeding assistance),「食事提供スタイル」 (meal service 
delivery style),「食卓環境」(dining environment),「栄養補助」(nutritional supplements) などに大別
することができる[3-6]. 本研究プロジェクトでは複数のアプローチにまたがる研究を推進したが, 
本報告ではこのうち「食品自体の改良」のアプローチに関する研究を紹介する. まず先行研究と
して, Pouyet et al. [7] はフランスのアルツハイマー型認知症高齢者を対象とし, ソース付加 
(addition of sauce), 色の対比 (color contrast enhancement), 形態 (change in shape) がフィンガーフ
ードの選択や摂取量に及ぼす効果を実験的に検討した. その結果, とくにソース付加の効果がみ
られ, ソース有のフィンガーフードの方がソース無よりも摂取量が多かった. このソース付加に
よる摂取量の促進効果には, 感覚的要因 (sensory factors and accessibility) と高次認知要因 (high-
level cognitive factors) の両面が関与しているとされる[7-10].すなわち, 嚥下容易性向上やフレーバ
ー強化, 料理や食器との視覚的コントラスト向上といった感覚的要因と, 典型色による食品認知
向上や食べ方の記憶想起といった高次認知要因などが挙げられている. Pouyet et al.もフランス人
は料理をソースにつけて食べる食習慣があることからソース付加により食事の記憶が想起され
たことを摂取促進の要因として考察している. このように, ソース付加は認知症高齢者の食物摂
取促進に寄与する可能性がある一方で, その心理学的メカニズムについては現状様々な感覚・認
知的要因が論じられている. たとえば Pouyet et al.が考察しているように食習慣が大きく寄与す
るのであれば, そういった習慣の少ない地域では効果が弱いこととなる. また, 食材の典型色に
よる食品認知向上が寄与するのであれば, 典型色でないソースの場合は効果がみられないかと
いった疑問も生じる. 現場の応用可能性の幅を広げる上では, ソース付加という介入におけるど
のような心理学的要因が相対的に強い影響を及ぼすのかを把握する必要がある.  
 
 
２．研究の目的 
本研究では, 国内の老人保健施設で生活する日本人の認知症高齢者を対象として, ソース付加
が摂取促進に及ぼす効果における感覚的要因と認知的要因の相対的寄与を明らかにするための
実験検討を行うことを目的とした. 国内の高齢者はフランスの場合と比較してフィンガーフー
ドをソースにつけて食べる習慣は少ないと考えられる. そこで本研究でもソースによる摂取促
進の効果が頑健にみられるのであれば, 食習慣といった高次認知的要因よりも感覚的要因の方
が相対的に寄与率が高いといえよう. また, 感覚的要因についても, ソースと食物の視覚的コン
トラストの有無を実験的に操作することで, 味嗅覚的要因と視覚的要因の相対的寄与について
あわせて検討した. さらに, ソースの効果が認知症の程度によって異なるかも分析し, ソース付
加が認知症高齢者の食物摂取促進に及ぼす効果の適用範囲を検討した.  
 
 
３．研究の方法 
実験では, 摂食嚥下機能が健常範囲である認知症高齢者を対象として, フィンガーフードとし
て市販のカットバウムクーヘン (以下, 菓子と呼ぶ) を 1人あたり 6等分し, Pouyet et al.[7] と同
様に半数はソース有, 残りはソース無の状態で 1つの皿に盛って提供した. 感覚的要因における
視覚的コントラストの効果も併せて検討するため, 実験 1 では食品や食器と明度対比が強い濃
茶色のチョコレートシロップをソースに用い, 実験 2 ではチョコレートシロップと同程度の甘
味を有し, かつ食品や食器と明度対比が弱い薄黄色のアガベシロップをソースに用いた (図 1). 
実験では, 施設の午後のおやつの時間に「新メニューの試食会」として菓子の入った皿を提供し, 
自由に喫食してもらった. 実験協力者の要望があればもう 1皿提供した (計 2皿 12個).  
実験協力者は, 実験 1は 21名 (女性 14名, 男性 7名,平均 84.1歳 (SD = 6.1), HDS-R10) 得点
範囲 3-17, Food test11) 得点範囲 3-5, 認知症の種類: アルツハイマー6名, 脳卒中 4名, 脳血管疾



患 1名, 混合型 10名), 実験 2はこのうちの 14名 (女性 9名, 男性 5名,平均 84.1歳 (SD = 6.1), 
HDS-R10) 得点範囲 4-24, Food test11) 得点範囲 4-5, 認知症の種類: アルツハイマー3名, 脳卒中
2名, 脳血管疾患 1名, 混合型 8名) であった.  
施設の介助スタッフの記録とビデオカメラ撮影映像から, 各実験協力者の菓子摂取量を測定
した. なお, ソース無の菓子に皿のソースをつけて食べた場合にはソース有の摂取としてカウン
トした.  
 

 
図 1  実験材料 (左: 実験 1, 右: 実験 2)[11] 

 
 
４．研究成果 
実験の結果, 実験 1, 実験 2 ともにソース有の方がソース無よりも有意に菓子の摂取量が多か
った (実験 1: t (20)=8.3, p < .001, d = 2.6. 実験 2: t (13) = 3.5, p < .001; 図 2). また, 実験 1と実験 2
の摂取量を比較したところ, 総摂取量は両実験で差がなかったものの, ソース有の摂取率は実験
1の方が有意に高かった (t (13) = 3.1, p < .001). フィンガーフードをソースにつけて食べる食習
慣が必ずしもあるとはいえない国内の実験協力者を対象とした場合にもソース付加による摂取
量の促進が頑健にみられたことから, 感覚的要因の寄与が大きいものと推察される. また, 視覚
的コントラストの弱いソースの場合 (実験 2) も促進効果がみられたことから, 感覚的要因の中
でも嚥下容易性やフレーバー強化といった要因が比較的大きな役割を果たしていることが示唆
される. ただし, 視覚的対比の強いソースの方が摂取比は大きかったことから, これらの各感覚
的要因が加算的に摂取量増加に影響を及ぼしているものと考えられる.  
 
 

 

図 2  各実験におけるフィンガーフードの平均摂取量 [11] 
 
 
また, 認知症の程度と摂取量の関連を確認するために, 実験協力者を HDS-R の得点を基準と
して重度群 (HDS-R 得点≦10) と中等度群 (HDS-R＞10) の 2 群に分類して摂取量を比較した. 
その結果, 実験 1, 実験 2ともに群間で総摂取量 (実験 1: t (19) = 0.4, p = .294, 実験 2: t (12) = 2.0, 
p = .067), ならびにソース有の摂取率  (実験 1: t (19) = 1.0, p = .334, 実験 2: t (12) = 1.4, p = .189) 
に差はみられなかった. 以上より, ソースによる摂取量促進効果は認知症の程度にかかわらずみ
られるものといえる. なお, 個人差に関して, 総摂取量に対するソース無の摂取比が 50%よりも
高かった (ソース無の方を多く摂取した) 実験協力者は両実験ともにいなかった.  
  ソース付加が高齢者の食物摂取に寄与する現象はこれまで西欧の研究を中心に報告がなされ
てきたが, 国内の認知症高齢者を対象とした実験でもその有効性が確認された. ソース付加は日
常の食事の中でも比較的簡便に導入できる工夫であることに加え, 料理に必須なものではなく
オプションであることから, 加える量やタイミングをある程度個別に調整でき, 個人差対応も比
較的容易である。その意味でも現場への応用可能性の高い素材の 1つといえる. 本研究成果を契
機として, 今後, 認知症高齢者の食品摂取を促進するための介入に際して心理メカニズムの解明
まで踏み込んだエビデンスの蓄積が求められる. 



本研究の学術的意義と実学的意義の両側面を踏まえた成果の社会還元ができるよう, 本成果
は高齢者の臨床的支援に関する国際的学術雑誌 (オープンアクセスジャーナル) に発表すると
ともに [12], 各自治体が行っている特定給食施設講習会等でも積極的に報告するようつとめた. 
なお, 当研究プロジェクト期間内に計 8件の講習会にて講師を担当し, 各講習会にて当プロジェ
クト成果の一部についても概説した. 
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